
 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよスタート！！ 

まちのきこり人育成講座 2015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 森林の風活動方針 

① 安全作業を第一に、「学び」、「考え」そして「実践する」姿勢をもって、将来に亘って自慢

できる森林施業を進める。 

② 持続可能な組織にするため、会員の確保・育成に努めると共に、活動拠点の確保に努める。 

 

 

 

 

 

 

森林施業 認定 NPO 法人 

連絡先／〒512-0933三重県四日市市三滝台 4 丁目 15-7 TEL 059-321-7719 携帯電話 090-9663-4088 

http://www.morinokaze.info     *詳しくは、ホームページまたは上記までお問い合わせください。 

森林施業 認定 NPO 法人

 森林の風 

会長 瀧口 邦夫 

平成 27年 4月発行 

第 23 号 

 よ り だ 
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今年度の受講生は、20 代前半から 50 代前半までの

平均年齢（なんと！）38.5 歳、3 割が女性と、参加平

均年齢60代の森林の風メンバーが元気をもらうフレッ

シュな構成となりました。 

 

第 1 回は「森の安全・救急法」と題して午前中は座学、

午後はさっそく午前中に学んだ知識や患者が出た場合

の応急処置を森の中で実践してみました。 

講師の三重大学医学部附属病院の認定看護師水谷し

づよ先生は、いつも万全の事前準備でお越しくださいま

す。病院での症例や、森林の風会員のヒヤリハット事例

を交えながら次の日から即役に立つ、予防や対処法が説

明されました。 

チェンソー等道具の使用で創傷した場合の対処、夏場

の暑い盛りの熱中症、作業中の捻挫などは、山の中で起

きた場合は臨機応変を要する対処になります。また、ヒ

ル、ダニ、ハチ、ヘビなどは習性を知り予防・逃げ方と

刺されたり噛まれたりした時の対処を学びました。春の

長雨の後の晴れ間で早速ヒルやダニに遭遇。まさしく

「実践」の講座！ 

       

 

そうこうして予防や安全に関する装備や心構えバッ

チリで迎えた第 2 回講座は、ふだんとは違う意識で注意

深く観察しながら山を歩くことや、植樹地や人工林など

いくつかの対象地を比較することにより、「理想の森っ

て何」と考える機会を持ちました。帰着後、 

「何を植える？」 

「もともとそこにある樹種を大切にする」 

「放置されず利用が進むには？」 

「実のなる木を植えるのはどう？」 

「大きな木だけではだめで新しい芽生えが必要」 

など、過ごした時間で印象に残っていることを思い返し

ながら、「答えはない」との前提で、みなさんで考え、

話し合いました。 

さぁ、次回からは施業の実践です。 

  

 

 

 

 

 

↓   ↓   ↓ 
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 報告 Ｒｅｐｏｒｔ 増えています！企業の森でフレッシャーズ研修                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 春は新入社員研修の季節。4/13（水）には桑名市“憩い

の杜”にてテイ・エステック(株)の新入社員の皆さん、 

 4/14（木）には亀山市“ブレンディの森”にて(株)AGF

の新入社員の皆さんをお迎えしました。 

 出身は全国各地様々で、好奇心と前向きさと元気を持っ

てフィールドにやってこられ、「緑を守るのにどうして伐る

のか」ということもすっと理解してもらえました（さすが

若い、そして生まれた時から環境を学んできた世代）。 

ノコギリ間伐では「めっちゃしんどー！野球部の合宿に

ええやんこれ！連れてこな！」など話しかけているのかし

ゃべらずにはいられないのかという様子ながら休まず伐っ

て光を入れています。女子も、急斜面での作業では最初少

しひるむけれど果敢に挑みます。コツをつかめば男子と変

わらない力強さ！ 

「樹上は緑がいっぱいでも地面には土しかないことを『緑

の砂漠』って言うんだよ」 

という森林の風メンバーの説明に耳を傾むけ、「へーっ！」

と知らなかったことを知った時の表情は豊か、おじさんた

ちのノコ使いやカケヤを打つ姿に感動し、競い合ってチャ

レンジする様子は周囲の新緑に負けず劣らず輝かしいばか

りの若々しさにあふれていました。 

 森林の風メンバーにはちょっと若さのおすそ分けをいた

だいたかも？                 【清水】 

  

今は使われていない古い小学校での研修。ピカピカの 1 年生気分？ 

お弁当にはタケノコや木の芽の天ぷ

ら。森もお腹も春らんまん。 
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「荒廃した人工林を健全な森林に再生しなければならないという熱い思い

は誰にも負けないという自負」（森林の風発行冊子『実践！まちのきこり人』

より）を携え森林の風が設立され 10 年になります。当初の施業対象林種は

100％人工林でした。「水源の森プログラム」を活用した人工林の施業を多く

こなすことで、技術が培われ、今の森林の風のスタイルができあがりました。 

現在では、人工林と同じくらい、もとは人の手が加わっていた広葉樹の里山林（二次林、天

然生林：人為の影響が消えつつある林）

での施業が増えつつあります。木材生

産を目的とするため管理方法がある程

度明確である人工林と異なり里山林管

理が難しいのは、現在では森林所有者

にとってより直接的、積極的な管理目

的がないため管理方法が一定ではない

からです。水源涵養はじめ森林の持つ

公益的機能を考慮し数十年先から逆算

した目的を設定し、管理することの必

要性が、ますます高まっています。 

 

 

 

昨年、宮川森林組合にお邪魔した森林の風メンバー。そこで取り組ま

れていた「広葉樹の人工林」「パッチディフェンス」にすっかり魅了されて帰っ

てきました。そして今年度。さっそく「適地適木」の考えに基づいた「地域性

苗木」の育成・植栽や、パッチディフェンスを利用した獣害対策を順次導入

中！教えてください、岡本さん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベルアップ研修第 1 回は、民間企業を経て平成 10 年にふるさと宮

川に U ターン、木材生産業務も続ける一方、広葉樹による森づくりを実

証中、県内いえ全国でも新進気鋭の岡本氏をお迎えします！ 

 森林の 

 お客さま 

森林の 

今⇔未来 

風の 

御在所岳頂上にもパッチディフェンスを置きたいんやな。 

 

 

地質はどうなってます。土壌は？ 

 

 

花崗岩です、土いうかそれがそのまま砕けてるような。 

 レキ質ならミズナラなど適してます。何植えます？ 

 

 
へぇ、それ難しいですな！なかなか育ちませんやろ。 

針葉樹もありますやろ。 

 

 

 

きっと周りに天然ヒノキもありますやろ。それは？ 

シャクナゲやドウダン、ヤシオなどの種子採取してます。 

難しいですなぁ。ドウダンはともかくヤシオはなかなか！ 

 

森林の風 

会長 

瀧口邦夫 

宮川森林組合 

林業振興課長 

岡本宏之氏 
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 報告 Ｒｅｐｏｒｔ 日野自動車レンジャーハウス完成                   

 

（公財）日野自動車グリーンファンド助成金 

“レンジャーハウス”  
 

 

 

生物多様性を重視し地域の植生を守るために苗木を育成するハウスを設置しています。１棟目は昨夏、

三重銀行の助成を受け三重銀行のみなさんとともに設置しました。今年に入り 1月 30日には、2014

年度日野自動車グリーンファンドの助成を受け２棟目の苗木育成ハウスを設置しました。“レンジャー

ハウス”と命名しました。２棟で１０００～１５００本の苗木を確保できます。 

 植樹予定の御在所岳は、４月の中句頃には雪も解け入山可能になるでしょう。今年度は５００本の植

樹を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 報告 Ｒｅｐｏｒｔ ㈱ＬＩＸＩＬと森林保全活動の契約                   

 

 

 2015 年 4 月 1 日付けで、㈱LIXIL と森林保全活動の契約を

締結しました。 

 場所は、伊賀市上阿波字子延地の山林 2.76 ヘクタールです。

写真の植樹地は 0.76ヘクタール、山林は道の反対側で 2ヘクタ

ールです。当面はこの植樹地の見直しと再植樹を目指します。植

樹場所にはパッチディフェンスを設置し、広葉樹の森・水源の森

づくりを進める計画となる予定です。5月中旬以降の日曜日に最

初のイベントを予定しています。冬には間伐及び枝打ちなどを開

始します。 
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 お知らせ Notice 平成２７年度 事業計画                     

 平成２７年３月１５日（日）に平成２６年度通常総会を開催しました。 

 議案につきまして平成２６年度事業計画及び予算計画について満場一致で可決されました。 

 

平成２７年度 事業計画書 

認定ＮＰＯ法人 森林の風 

 

事　　業　　名
　　            　　　　　　事　　　　　業　　　　　計　　　　　　画　　　　　　　　　　　　上段：地区全体概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下段：27年度事業計画

会　員
延活動人数

受　益　者
延参加者数

１．人工林総合施業 330人 310人

　・向井Ｆ１
・亀山市加太向井9.4ｈａ（鈴鹿森林組合所有林）、2005年～本田技研㈱協力。
・間伐、歩道作り、定点観測、ホンダの年1回（11月）の森林保全活動イベントのほか、他団体の森林環境教育の場と
して活用する

80人 40人

　・東芝の森
・企業の森（㈱東芝）、四日市市水沢町5.79ｈａ（市有林）、平成24年10月～29年9月。
・過年度間伐地の枝打ち2ｈａ、年1回（10月）の森林保全活動イベントを行う。

80人 150人

　・エイチワンの森
・企業の森（㈱エイチワン）、亀山市三寺町0.81ｈａ、平成26年11月～31年10月、
・年5回の間伐、竹林整備、笹刈、遊歩道整備、年２回（5月、秋）の森林保全活動イベントを行う。

70人 100人

　・三重県民の森
・平成23年12月に①ヒノキの森及び生産の森の間伐②枯損木の処理③森林学校の開催について「三重県民の森管
理に関する協定書」を締結。
・枯損木の処理、雑木林の笹刈・除伐、年1回の間伐体験イベントの指導を行う。

60人 20人

　・楽天の森（調整中） ・菰野町切畑2ｈａ 未 0人

　・リクシルの森（調整中） ・伊賀市上阿波２ｈａ 未 未

　・私有林　森林施業 ・菰野町田光1ｈａ。菰野町千種0.3ｈａ。 40人 　0人

　・森林組合　協働事業 ・森林組合からの要請に応じて対応する。 未 0人

２．里山再生 480人 670人

　・こもれびの森
・企業の森（ＮＴＮ㈱）、桑名市多度山4.5ｈａ、第1期平成22年11月～27年3月でサクラ、モミジ1,000本植樹した。27年
度から2期目。
・過年度植樹苗の保育、歩道の補修、間伐、年2回（9月、3月）の森林保全活動イベントを行う。

70人 120人

　・憩いの杜
・企業の森（ＴＳテック㈱）、桑名市茅ヶ崎2.9ｈａ、平成24年11月～29年3月、
・月1回林内整理、歩道補修、年1回（11月）森林保全活動イベントを行う。

100人 100人

　・ＴＯＹＯ　ＴＩＲＥＳ
　　緑のつながり・三重

・企業の森（東洋ゴム工業㈱）、東員町城山5.27ｈａ、平成26年10月～31年9月、
・300ｍの遊歩道整備、１ｈａの林内整理、年1回の森林保全活動イベントを行う。

90人 80人

　・ブレンデイの森
・企業の森（ＡＧＦ㈱）、亀山市関町沓掛2.56ｈａ、平成26年10月～31年9月、
・春と秋各々3回、年6回の森林保全活動（歩道作り、植樹、間伐体験など）イベント及びその準備を行う。

120人 300人

　・南部丘陵公園
・平成24年度に四日市自然保護推進委員会から大径木伐採指導の依頼を受け活動開始。
・同上委員会の活動日程に合わせ大径木の伐採・搬出を行う。

30人 20人

　・私有林整備
・西山町0.41ｈａ草刈2回、奥田園0.24ｈａ管理3回、南条園0.12ｈａ草刈1回、下海老伊藤園0.31ｈａ草刈1回、
　なやセンター1回、菰野富士植樹準備とイベントの2日。

70人 50人

３．竹林整備 40人 0人

　・下大久保
・鈴鹿市下大久保町自治会所有0.5ｈａの竹林について自治会と契約。
・竹林の整備を行うと共に、竹ポット用材を伐採、搬出する。

40人 0人

４．森林施業基礎講習 170人 160人

　・まちのきこり人育成講座
・基幹事業の1つで平成18年から始め26年度までに9回開催、150名が受講している。
・4月、5月に8日間の日程で開催する。

80人 80人

　・レベルアップ研修
　・施業実技講習

・会員の知識・技術のレベルアップも兼ね年5回程度開催する。また、現在3冊セットの冊子を1冊にまとめ更新印刷す
る・

50人 20人

　・出張まちのきこり人育成講座
・平成26年度に亀山市において初めて開催した。
・昨年度に続き、亀山市において3日間の講座を行う。

40人 60人

５．森林活動体験研修会 ３20人 480人

　・まなびの森
・菰野町江野0.4ｈａ、平成21年活動開始、三重銀行協働。
・月2回（第2、4日曜日）三重銀行有志と共にフィールド管理すると同時に、道具類整備、資機材・薪・苗木・キノコ類
の保管、活動全般の準備作業を行う。

150人 50人

　・御在所岳ＧＯＧＯ植樹
・鈴鹿国定公園制定50周年（平成25年）を記念し5,500本の植樹を目指し、平成24年から始め平成26年度までに
1,300本の植樹を行った。
・中部電力100本（5月31日）、三重銀行120本、菰野町みどりの少年団、三重交通商事グループの植樹。

80人 250人

　・学校等森林活動体験
・亀山市の環境教育：亀山市森林公園において木工教室、間伐体験、きのこつくり体験の3回。
常盤西小学校1回（企画中）。三重県関係研修会2回。

70人 100人

　・イベントへの参加 ・鈴鹿川海山交流会2回（5月、7月）、鈴鹿市植木まつり1回（4月）。 20人 80人

６．間伐材の有効利用 120人

　・広葉樹の薪への加工・販売
・50㎥収納できる薪小屋が完成し、22ｔ薪割り機も購入配備している。
・1～2年乾燥させるため、年30～40㎥の薪加工、販売する。

70人

　・竹ポットによる育苗
・26年度末で、シャクナゲ950鉢、御在所苗1,200鉢、その他杉・ヒノキ・コナラ・モミジなど750鉢育苗している。
・平成27年度は新たに御在所苗・ミズナラを中心に300鉢、種子採取、育苗する。

50人

７．管理事業 180人

　・会報発行
・平成23年9月に第1号を発行し、平成26年度までに22号発行している。
・平成27年度は4月、9月、1月の3回発行する。

30人

　・その他管理事業 ・年2回総会、隔月理事会、隔月全員定例会を開催する他、書類作成、整理する。研修所建設を引続き検討。 150人

　　　　　　　計 1,640人 1,620人
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人工林とは異なり、里

山や雑木林など広葉樹の

森で「生物多様性」や「水

源の森」としての保全を

考えるとき、様々な樹種

を植林する、あるいは実

生を選り分け保護するこ

とになる。その際、手入れのために伐った樹木は生活の中に生

かす事が重要との観点から「広葉樹の人工林」というのも今後

は積極的に考えて行きたい。カシの人工林（三重県）、ヒノキ

と混在（三重県）、桜の人工林（長野県）サンショ、クルミの

一斉林（滋賀県）などを見学した記憶がある。 

 当然だが、枝打ちや間伐作業は同じである。食用やチップに

利用するだけでなく、真っ直ぐに育てることで小さな木工品か

ら家具材まで用途と成長を考え合わせ間伐することになる。ス

ギ・ヒノキの生育には通常短くとも 4、50年は必要だが、コ

ナラやクヌギは 10年でキノコの原木として利用できる。 

 水源の森としての広葉樹の植林は全国的にも進んでいる折、

将来的に有用樹木として活用することを考える時期になった

と思う。 

欲張って獣害対策、水源の森保全、林産物収穫を組み合わせ

る！面白い企画を共にしましょう。まなびの森でスタートして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レンジャーハウス（苗木育成ハウス）に続いて 

パッチデフェンスによる広葉樹の人工林テストエリア完成 

まなびの森のコミュニケーションエリアも拡大しました。 

森のこと何でも共に考えましょう。是非お越しください！ 

 

 森づくりのことば  #5   

広葉樹人工林 

【瀧口 邦夫】 

 
佐野さん 

新入会員の佐野です。 

振り返れば、私は 30数年前の就職か

ら故郷四日市を離れて転勤を重ねて

きました。 

最初の東京転勤では高尾山のふも

とに居住したことから、東京にいなが

ら毎日都会に出勤し山奥の観光地に

帰宅する不思議な生活環境ですごし

ました。当時から都会にはさしたる興

味もなく、週末は高尾山・奥多摩山系

の山歩きか奥多摩エリアに点在する

ビジターセンターに出かけ、体験イベ

ントや観察会に参加したり、キャンプ

したり、家族でアウトドアの世界にど

っぷりはまり込んでいました。 

仙台在勤中に宮城県認定の森林イン

ストラクターに参加し、県民の森整備

活動に携わったことがきっかけで、本

格的に「きこり」になろうという思い

を強くしました。 

その後の東京への転勤で、森林イン

ストラクター東京会に入会し、いろい

ろな活動グループがある中で、私は高

尾山エリアと奥多摩エリアの森林施

業活動に参画しており、その一方で森

林インストラクター資格取得を目指

す方々への支援活動を続けています。 

森林の風については、存在自体はずい

ぶん前から知っていましたが、四日市

に戻るのがずっと先のことと考えて

いたので、まさかこんなに早く参加さ

せていただくことになるとは思って

いませんでした。まだしばらくは東京

単身赴任ですので活動参加は限られ

ますが、よろしくお願いします。 

森林の風の 

♪新入会員さん♪ 

 



“御在所岳 GOGO 植樹“ 

進行中 5500 本へ 

2015 年 3月 31日現在 1300 本を植樹 

 2015年度植樹予定  

☆中部電力、中部リサイクル運動市民の会、御在所ロープエイ 

とのパートナーシップで行っている「記念日植樹券」事業   100本 

☆三重銀行 120周年植樹イベント               120本 

☆その他 2グループからの要請                本数未確定 

 

苗木は“みえぎんまなびの森”で御在所岳在来種の種子から育成中です。 

この GOGO 植樹は皆さまの寄付で行っています。宜しくお願いします。 

（８）                 もりのかぜ だより 

 

2015まちのきこり人レベルアップ研修会 （予定・現在調整中） 

  

10 年目を迎え、講座の基本として“次の事を共に考える”をテーマにします。講師の先生の地元へお

伺いし講習を受けるか森林の風の施業地にての講習になります。 

 

とき テーマ 研修内容 講師 

第１回 6/7

（日） 

広葉樹の森づ

くり 

御在所岳を中心とした崩落地等で植林を進めてい

ますが、獣害対策を含めて広葉樹の森林再生方法

を考えます。地域の苗の育成も重要です。 

宮川森林組合 

岡本宏之氏 

第 2回 7月 里山の施業計

画は調査活動

から 

里山施業は目的を明確にしないと難しいところが

あります。里山を最良の管理、再生するための調

査方法や施業計画の作り方を学びます。 

岐阜県立森林文

化アカデミー 

横井秀一氏 

第３回 ８月 森で伝える力

を養う 

100名の参加でも4～8名の小さな班分けでの指

導が「より伝わる」とわかってきました。さらに

伝えるための指導方法や考え方を学びます。 

KEEP 協会 

IN 三重 

若林正浩氏 

第４回 12月 木材の有効活

用のための伐

木・造材技術 

設立 10 年たちましたが、プロの林業家の技術に

はおよびません。搬出、造材を見据えた間伐技術、

チェンソー技術の指導を受けます。伐り捨てでは

なく、売るための造材です。 

出来杉計画 

梶谷哲也氏 

第５回 １月

頃 

木材の有効活

用のための造

材・搬出技術 

搬出を中心とした講習会です。引っ張りだこ、ロ

ープウインチなどの扱い方を中心に、材を傷つけ

ない造材・搬出技術を学びましょう。 

KOA 森林塾 

川島潤一氏 

第６回 未定 森林見学 今年は岐阜大学演習林を計画中です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


